
第３学年 算 数 科 学 習 指 導 案 

単 元 名 かけ算の筆算（２） 

     「かけ算の筆算を考えよう」 

日  時  令和３年２月４日  

学  年  第３学年 ９名 

指 導 者  小野 翔太郎 

１ 単元について 

（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観 

レディネステストより，２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算でのミスが多く，計算の仕方は理

解しているが，繰り上がりや計算ミスが多い結果が表れた。既習の筆算形式を復習し，本時の学習とのつ

ながりをもたせたい。  

問題（誤答率の高かった問題） 正答率 主な誤答 

１計算をしましょう。 

②７０×８ 

 

⑤２４   ⑧２７８   ⑩７０２ 

× ３   ×  ６   ×  ５ 

 

 

 

②６６％ 

 

⑤６６％ 

⑧５５％ 

⑩７７％ 

 

②６４０，９０，１５０ 

 

⑤７６，６２，６７ 

⑧１６６２，１７２８ 

１８０２，無解答（１名） 

⑩３６１０，無解答（１名） 

 

・問題全体の正答率が２０％の児童（１名） 

基礎的な１位数×１位数のかけ算の定着

が薄い。くりかえし声に出して練習したり，

保護者と連携したりして，家でも練習をさ

せている。 

 

 

本単元で扱う乗法の筆算は学習指導要領では次のように位置付けられている。 

第３学年 Ａ数と計算 

（３）乗法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。    

（ア）２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計算が，乗法九九などの基本的な計算を基に

してできることを理解すること。また，その筆算の仕方について理解すること。    

（イ）乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。    

（ウ）乗法に関して成り立つ性質について理解すること。   

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。    

（ア）数量の関係に着目し，計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりすると

ともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 

 ３ 内容の取扱い 

（２）内容の「Ａ数と計算」の（２）及び（３）については，簡単な計算は暗算でできるよう配慮す

るものとする。また，計算の結果の見積りについても触れるものとする。 

 

 本単元では，既習事項を生かし，おおよその見当をつけ，乗法計算や筆算の仕方を考えていく。次に

計算の仕方を基に，筆算形式を理解することをねらいとしている。 

 本時では，来年度に向けた準備として，お菓子パーティーを行うという場面設定から，必要なお菓子

を買うための代金や，まとめて買う分のお得分を求める事を考えていく。これまでに学習した２けたや

３けたのかけ算の筆算を活用し計算する。また，お得分を求めるための方法は一つではなく，安くなる

前と後の代金の差から求めたり，１袋がいくらお得なのかを先に考えて求めたりできる事を理解する。 

 



（３）指導観 

 

２ 単元の目標 

○２～３位数×１位数の乗法の筆算の仕方を活用して，２～３位数×２位数の乗法を筆算で計算すること

ができる。【知識・技能】 

○数の構成や乗法について成り立つきまり，既習の２～３位数×１位数の筆算の仕方に着目し，２～３位

数×２位数の筆算の仕方について考え，説明している。【思考・判断・表現】 

○２～３位数×２位数の筆算について，既習の筆算の仕方を基に考えたことを振り返り，数理的な処理の

よさに気づき，今後の生活や学習に活用しようとしている。【態度】 

 

３ 単元で身に付けさせたい資質・能力 

合言葉 育てたい資質・能力 ６年間で身に付けさせたい力 
本単元での育

成・評価 

うきうき 
わくわく 

【スキル】 

課題発見・解決力 
○様々な事柄に興味・関心をもち，自ら課題を発
見し，解決の道筋を考える力 

 

しっかり 

【スキル】 

思考力・表現力 

○自分の考えを，根拠を明らかにして筋道立てて
説明する力 

○説明し合う中で，自分の思考・知識などを再確
認したり再構成したりする力 

○ 

【スキル】 

コミュニケーション力 
○協同的に課題を解決する力 ○ 

何でも 
チャレン

ジ 

【意欲・態度】 

主体性・積極性 
○自分から進んで課題解決に取り組み，学習や生
活場面に生かす力 

○ 

【価値観・倫理観】 

自己理解・自らへの自信 
○人との関わりの中で自分らしさに気付き，夢や
目標に向かって努力する力 

 

 

４ 単元計画   全１１時間（本時１０時間目） 

次 時 学  習  内  容 

第
一
次 

１ 
課題の設定（２） 

・１位数×何十の計算の仕方について，図や数直線を基に考え，説明することができる。 

２ 
・乗数と積を比較し，乗数が１０倍になると積も１０倍になることを理解し，その計算がで

きる。 

第
二
次 

３ 

情報の収集（６） 

・２位数×２位数（部分積がみな２桁で繰り上がりなし，繰り上がりあり）の筆算の仕方を

理解しその計算ができる。 

４ 
・２位数×２位数（部分積がみな２桁で繰り上がりなし，繰り上がりあり）の筆算の仕方を

理解しその計算ができる。 

本単元で働かせる数学的な見方・考え方 指導の工夫 

・既習の学習と共通点を考え，筆算の仕方を理解する。 
 

・位に着目し，乗数を分けて計算する考え方と筆算の
形式を結び付け，統合的にとらえられるようにする。 

 

・位を分けて計算する学習（既習）から，かける

数を一の位と十の位で分けて計算し足せばよい

ことを黒板上で整理しながら考える。 

・話型を活用し，大切な言葉をまとめながら，筆

算の仕方を口に出して練習する。 



５ 
・２位数×２位数（部分積がみな２，３桁で繰り上がりなし，繰り上がりあり）の筆算の仕

方を理解しその計算ができる。 

６ 
・２位数×２位数（乗数の末位に０がある）の簡便な計算の仕方や１位数×２位数の計算の

仕方を乗法のきまりや性質を基に考え，説明することができる。 

７ ・３位数×２位数の筆算の仕方を理解し，その計算ができる。 

８ ・３位数×２位数の筆算の仕方を理解し，その計算ができる。 

第
三
次 

９ 
整理・分析（１） 

・簡単な場合の２位数×１位数の暗算の仕方を理解し，その計算ができる。 

第
四
次 

１０ 
まとめ・創造・表現（１） （本時） 

・学習内容の定着を確認するとともに，数学的な見方・考え方を振り返り問題に取り組む。 

１１ 
振り返り（１） 

・単元末テスト，説明力テストを行う。 

５ 本時の展開 

（１） 本時の目標   

    数量の関係に着目し，計算の仕方を考え計算に関して成り立つ性質を見いだす。また，その性質

を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりすることができる。 

（２） 評価規準（思考・判断・表現） 

    かけ算の筆算の仕方を正しく理解し，順序立てて説明することができている。（説明・ノート） 

（３） 準備物    

    掲示物（お菓子の袋） 電子黒板 iPad 

（４） 本時の展開 

 

 
学習活動と予想される児童の反応 

指導上の留意点（○●） 

支  援（☆） 

◆評価 

(評価方法) 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見

通

す 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題を把握する。 

 

 

３ 見通しをもつ。 

「どうやったらできそうですか。」 

・２・３年生で１４人います。 

☆前時までの関連する既 

習事項を掲示しておく。 

 

○問題をイメージしやす

いようにお菓子の入った

袋を実際に準備してお

く。 

☆袋に３００円と書いた

札を付け，安くなってい

るのが視覚的に分かるよ

うにする。こうすること

で，安くなる前の代金に

目を向けやすくする。 

 

 

 

 

○２・３年生の人数を確

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お菓子の代金と何円分お得なのかを計算して考えよう。 

サングリーンの安売りコーナーで，１つ８４円の

お菓子が４つ入った袋が１袋３００円で売られて

います。このお菓子を作木小の２・３年生分（１人

１袋）買おうと思います。 

代金はいくらになりますか。 

また，全部で何円分お得に買えますか。 

 来年の複式学級に向けて，２・３年生の仲を深め

るためにお菓子パーティーを開くことになりまし

た。 



 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練

り

合

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

 

・筆算で計算します。 

・１袋がどれだけ安くなっているのかを求めるとよい

です。 

 

４ 自分で考える。 

「問題に取り組みましょう。時間は10分です。」 

①全体の代金からお得分を求める。 

１袋３００円が１５個分で，４５００円です。 

安くなる前は，１つ８４円が４個分で３３６円。 

３３６円が１５個分で，５０４０円です。 

 ５０４０－４５００＝５４０で５４０円お得です。 

  

 

 

 

 

 

②１袋分のお得分が何個分かで求める。 

１袋３００円が１５個分で，４５００円です。１袋

のお得分は，８４×４で３３６円なので， 

３３６－３００で３６円です。お得分３６円が１５袋

分で３６×１５で５４０円お得です。 

 

 

 

 

 

 

５ みんなで話し合う。 

「発表しましょう。」 

・１袋３００円が１５個分で，４５００円です。 

安くなる前は，１つ８４円が４個分で３３６円。 

３３６円が１５個分で，５０４０円です。 

 ５０４０－４５００＝５４０で５４０円お得です 

 

・１袋３００円が１５個分で，４５００円です。１袋

のお得分は，８４×４で３３６円なので， 

３３６－３００で３６円です。お得分３６円が１５袋

分で３６×１５で５４０円お得です。 

 

「考え方で似ている所や違いはありますか？」 

・代金は３００×１５で求めています。 

・①は，安くなる前と後の代金の差からお得分を求め

ています。 

・②は，１袋がいくらお得なのかを先に考えて，全体

のお得分を求めています。 

 

 

 

 

認する。 

○筆算の仕方を確かめ

る。 

 

 

 

 

○図に書く児童には，図

や絵にこだわらないよう

にさせる。 

☆机間指導を行い，支援

が必要な児童にはノート

の様子を見ながらヒント

を与える。 

 

○０のつくかけ算や，筆

算でのきまりを守って計

算できているかを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童のノートを撮影

し，電子黒板にうつす。 

○説明が長くならないよ

うにさせる。 

○児童の発表を板書にも

まとめ，残るようにする。 

 

 

 

 

 

 

○考え方の似ている所や

違うところをさがし，求

め方や考え方の違いに気

付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆かけ算の

筆算の仕方

を正しく理

解し，計算

で き て い

る。（ノー

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆かけ算の

筆算の仕方

を正しく理

解し，順序

立てて説明

することが

できる。 

（説明・ノ

ート） 

  ３００   ８４   ３３６ 

× １５  × ４  × １５ 

１５００  ３３６  １６８０ 

３００        ３３６  

４５００       ５０４０ 

  ３００   ８４    ３６ 

× １５  × ４  × １５ 

１５００  ３３６   １８０ 

３００         ３６  

４５００        ５４０ 



 

 

 

 

 

た

し

か

め

る 

 

ふ

り

か

え

る 

６ まとめる。 

 

 

 

 

 

 

７ 練習問題をする。 

・プリントを活用し，かけ算の筆算の単元の学習を振

り返る。 

 

８ 学習を振り返る。 

「振り返りを書きましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りの視点をもた

せて振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）板書計画 

     かけ算を使って買い物しよう。  

  ○め 

 

 

  ○も 

                   

 

 

 

  ○み 

 

 

 

           ○ま  

 

 

 

 

 

 

 

 

お菓子の代金と何円分お得なのかを計算して考えよう。 

お菓子の代金は，３００円の１５個分で求め

られる。 

お得分は，安くなる前と後の代金の差から求

めたり，１袋がいくらお得なのかを先に考えて

求めたりできる。 

 

サングリーンの安売りコーナーで，１つ

８４円のお菓子が４つ入った袋が１袋３０

０円で売られています。このお菓子を作木

小の２・３年生分（１人１袋）買おうと思

います。 

代金はいくらになりますか。 

また，全部で何円分お得に買えますか。 

・２・３年生で１４人います。 

・筆算で計算します。 

・１袋がどれだけ安くなっているのかを

求めるとよいです。 

※児童の発表を黒板にも書き記す。 

 

１袋３００円が１５個分で，４５００円です。 

安くなる前は，１つ８４円が４個分で３３６円。 

３３６円が１５個分で，５０４０円です。 

 ５０４０－４５００＝５４０で５４０円お得

です 

 

・１袋３００円が１５個分で，４５００円です。

１袋のお得分は，８４×４で３３６円なので， 

３３６－３００で３６円です。お得分３６円が１

５袋分で３６×１５で５４０円お得です。 

お菓子の代金は，３００円の１５個分で求められる。 

お得分は，安くなる前と後の代金の差から求めたり，１袋がいくらお得

なのかを先に考えて求めたりできる。 

 



（６）本時の目指す児童の姿（評価基準） 

評価基準 児童の姿 基準達成のための

手立て 

Ａ 

 

 

 

 

・かけ算の筆算の仕方を理解

し，順序立てて正しく正確に計

算している。 

・お得分を，様々な方法で求め

る事ができている。 

・１袋３００円が１５個分で，４５００円で

す。安くなる前は，１つ８４円が４個分で

３３６円。３３６円が１５個分で，５０４

０円です。５０４０－４５００＝５４０で

５４０円お得です 

 

・１袋３００円が１５個分で，４５００円で

す。１袋のお得分は，８４×４で３３６円

なので，３３６－３００で３６円です。お

得分３６円が１５袋分で３６×１５で５４

０円お得です。 

・筆算の仕方を練習

する。 

・なんども口に出し

て練習し，計算の順

番を身につける。 

 

Ｂ ・かけ算の筆算の仕方を理解

し，正しく計算している。 

・自分の考えをもってお得分を

求めることができている。 

・１袋３００円が１５個分で，４５００円で

す。安くなる前は，１つ８４円が４個分で

３３６円。３３６円が１５個分で，５０４

０円です。５０４０－４５００＝５４０で

５４０円お得です 

・１袋３００円が１５個分で，４５００円で

す。１袋のお得分は，８４×４で３３６円

なので，３３６－３００で３６円です。お

得分３６円が１５袋分で３６×１５で５４ 

０円お得です。 

           ※どちらか片方 

・筆算の仕方を練習

する。 

・なんども口に出し

て練習し，計算の順

番を身につける。 

Ｃ ・正しく計算ができない。 

・問題文から立式できない。 

 

  

 


